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PICK UP
第６代目鬼北町長に兵頭誠亀氏当選
鬼北町議会議員決まる
新規採用職員紹介・人事異動の公表
えひめ国体2017　～思い出と今～
地元愛・鬼北の絆

『小越のしだれ桜』管理人　小越時夫さん



高血圧川柳・標語　今月の作品

作者コメント： 

鬼北のゆず 上手に使って 高血圧予防
COSMOS さん
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５月 May 鬼のまち くらしのカレンダー

日 医院名・電話番号

３ JCHO宇和島病院外科
山 下 ク リ ニ ッ ク

☎22－5616
☎22－5030 上 田 小 児 科 ☎25－0100

４ 市立宇和島病院外科
市立宇和島病院内科

☎25－1111
☎25－1111 市立宇和島病院小児科 ☎25－1111

５ 宇和島徳洲会病院外科
市 立 吉 田 病 院

☎22－2811
☎52－0611 市立宇和島病院小児科 ☎25－1111

６ 町 立 北 宇 和 病 院
町 立 北 宇 和 病 院

☎45－3400
☎45－3400 市立宇和島病院小児科 ☎25－1111

11 松 﨑 ク リ ニ ッ ク
石 川 循 環 器 内 科

☎58－4828
☎20－0320 市立宇和島病院小児科 ☎25－1111

18 口羽外科胃腸科医院
わたなべハートクリニック

☎32－5000
☎25－1717 上 田 小 児 科 ☎25－0100

25 し ま せ 医 院
沖 内 科 ク リ ニ ッ ク

☎27－1888
☎25－3335 市立宇和島病院小児科 ☎25－1111

日 場所 受付時間 健診（※） 子宮頸がん 乳がん 骨
７

日吉保健センター

8：30～10：30 ○ － － －
８

8：30～11：00 ○ ○ ○ ○
９
14 小倉コミュニティセンター 8：30～10：00 ○ － － －
15 大宿集会所 8：30～10：00 ○ － － －
20 生きがいづくりセンター三島館 8：30～10：30 ○ － － －
28

愛治公民館 8：30～11：00
○ － － －

29 ○ ○ ○ ○

休日当番医
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007 鬼北町職員人事異動
008 鬼北町議会３月定例会
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012 えひめ国体2017 ～思い出と今～
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今月の表紙
　令和６年度秋から取り組ん
だ、イメージアッププロジェ
クト。広見中学校２年生が鬼
北町の魅力を再発見するた
め、楽しく真剣に授業に取り
組みました。

（P18参照）

人口と世帯数 ３月31日現在
人　口 8,993人 （－71）
男　性 4,215人 （－39）
女　性 4,778人 （－32）
世帯数  4,761世帯（－12）

※（　 ）は前月比です。

日　SUN 月　MON 火　TUE 水　WED 木　THU 金　FRI 土　SAT
4/27 4/28 4/29 4/30 1 2

Ｐ 近永・泉

3　憲法記念日

4　みどりの日 5　こどもの日 6　振替休日 7 8

Ｐ 日吉

9

Ｐ 好藤・愛治・三島

10

古 泉

11 12 13 14

英

15 16

Ｐ 近永・泉

17

18 19 20

人

21

英

22

Ｐ 日吉

23

Ｐ 好藤・愛治・三島

24

古 三島・日吉

25 26 27 28

英

29 30 31

Ｐ
…人権・心配ごと・行政相談　　…古紙回収日
…ペットボトル回収日
…ジョンとアンとクリスの英会話教室

人 古

英

※骨…骨粗鬆症検査

味付けに酸味を加えることも高血圧予防につながります。
鬼北の特産品の柚子。柚子の酸味や香りで、高血圧予防
ができれば言うことなし！
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きほくの地域福祉を伝えるコーナー

つながりと支え合い　笑顔あふれるまち　きほく

　近年、孤独・孤立の問題が多く聞かれるように
なり、社会が抱える課題となっています。国にお
いては、令和６年４月１日からの「孤独・孤立対
策推進法施行」を契機として、「孤独・孤立対策官
民連携プラットフォーム」を中心に、孤独・孤立
についての理解・意識を社会全体で高め、対策を
進める機運を醸成していくため、毎年５月を強化
月間として集中的な取組を呼びかけています。
　これまでも、民生児童委員や社会福祉協議会な
ど、日常的に身近な地域における見守りや助け合
い等の活動が推進されてきました。社会・経済の
変化により、家族や地域、職場などにおける人間
関係の希薄化が指摘されるなか、地域において
SOSを発しにくい、誰にも相談をすることができ

ない人々のニーズ把握や、地域におけるつながり
づくり等を強化していく必要があります。
　さらに、災害の頻発化・激甚化が進む中、災害
時の支援や復旧・復興のため、地域における日頃
からの支え合い活動や福祉関係機関のネットワー
クの重要性も高まっています。

　つながりサポーターは、孤独・孤立の問題につい
て知識を身につけ、身の回りの人に関心をもち、で
きる範囲で困っている人をサポートする人のこと。
　孤独・孤立対策官民連携プラットフォームでは、
サポーターの養成をすすめています。
◎　どなたでも養成講座を受講できます！
◎　標準テキスト・講師用テキスト公開！
https://www.cao.go.jp/kodokukoritsu/torikumi/
tsunagarisupporters/index.html

つながりサポーターになりませんか？

　こどもたちが健やかに育つこと、これは社会の宝であるこどもたちに対して地域全体の願いで
す。すべてのこどもが家庭や地域において、豊かな愛情に包まれながら、夢と希望をもって、未
来の担い手として、個性豊かに、たくましく育っていけるような環境・社会を作っていきましょう。

◇◆鬼北町で推進していること◆◇

◎児童福祉の理念の普及　◎食を通じた親子のふれあい促進　◎地域における児童健全育成活動
の促進　◎児童虐待への適切な対応　◎母と子の健康づくりの推進　◎多様化する保育ニーズへ
の対応　◎障害等のあるこどもとその家族が安心して過ごせる地域づくりの促進

こどもまんなか社会！児童福祉週間
毎年５月５日「こどもの日」から１週間

孤独・孤立孤独・孤立孤独・孤立孤独・孤立孤独・孤立孤独・孤立孤独・孤立孤独・孤立孤独・孤立孤独・孤立孤独・孤立孤独・孤立孤独・孤立孤独・孤立孤独・孤立孤独・孤立孤独・孤立孤独・孤立孤独・孤立孤独・孤立孤独・孤立孤独・孤立孤独・孤立孤独・孤立孤独・孤立孤独・孤立孤独・孤立孤独・孤立孤独・孤立孤独・孤立孤独・孤立孤独・孤立孤独・孤立
対対対対対対策策策策策策強強強強化化化化月月月月間間間間



職員から花束を受け取る兵頭町長

【
略
歴
】

兵
頭

誠
亀
（
ひ
ょ
う
ど
う
・
せ
い
き
）

宇
和
島
東
高
等
学
校
卒
。
鬼
北
町
教
育
委
員
会
生
涯
教
育
課
長
兼
国
体
推
進
室
長
、

国
体
推
進
課
長
を
務
め
、
平
成
29
年
１
月
退
職
。

平
成
29
年
鬼
北
町
長
初
当
選
。
62
歳
。
吉
波
。

第
六
代
鬼
北
町
長
に

兵
頭
誠
亀
氏

当
選
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任
期
満
了
に
伴
う
鬼
北
町
長
選
挙

は
、
４
月
８
日
に
告
示
さ
れ
、
現
職
の

兵
頭
誠
亀
氏（
吉
波
・
62
歳
）新
人
の
高

田
暢
弘
氏（
広
見
・
69
歳
・
無
所
属
）の

両
氏
が
立
候
補
の
届
け
出
を
行
い
、
一

騎
打
ち
の
選
挙
戦
と
な
り
ま
し
た
。

４
月
13
日
の
投
票
日
に
は
町
内
18
カ

所
の
投
票
所
で
投
票
が
行
わ
れ
、
広
見

体
育
セ
ン
タ
ー
で
即
日
開
票
さ
れ
た
結

果
、
４
，
６
４
７
票
を
獲
得
し
た
兵
頭

誠
亀
氏
が
、
鬼
北
町
長
に
当
選
し
ま
し

た
。当

日
の
投
票
状
況
は
次
の
と
お
り
で

す
。

４
月
14
日
に
当
選
証
書
付
与
式
が
行

わ
れ
、
16
日
に
当
選
を
果
た
し
た
兵
頭

町
長
が
初
登
庁
。
鬼
北
町
役
場
の
玄
関

前
で
職
員
か
ら
の
盛
大
な
拍
手
に
出
迎

え
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
兵
頭
町
長
は
「
改
め
て
責

任
の
重
大
さ
を
感
じ
て
い
る
。
４
年
間

は
長
い
よ
う
で
短
く
、
休
ん
で
い
る
暇

は
な
い
。誠
心
誠
意
仕
事
に
励
み
ま
す
。」

と
、
強
い
意
気
込
み
を
語
っ
て
い
ま
し

た
。町

民
の
方
々
の
大
い
な
る
期
待
を
背

に
、
兵
頭
町
政
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

兵
頭
町
長
が
初
登
庁

鬼北町長選挙開票結果

有 権 者 数 ７，８６７人
投 票 者 数 ５，６３９人
有 効 投 票 数 ５，５２８票
無 効 投 票 数 １１１票
投 票 率 ７１.６８％

当選　兵頭　誠亀　４，６４７票
高田　暢弘　　８８１票



※当選回数は鬼北町発足後の回数

　任期満了に伴う鬼北町議会議員選挙は、４月８日に告示
され、定数12人に対し、現職９人、新人５人、元職１人が
立候補。４月13日の投票日に即日開票され、次の12人が当
選を果たされました。

　※写真は立候補届け出順（右上から左の順）

鬼北町議会議員決まる
鬼北町議会議員選挙開票結果
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中
なか

山
やま

定
さだ

則
のり

68歳・奈良
当選３回

今
いま

城
じょう

喜
き

久
く

生
お

73歳・興野々
初当選

兵
ひょう

頭
どう

稔
みのる

77歳・下鍵山
当選２回

大
おお

川
かわ

正
まさ

展
のぶ

64歳・清延
初当選

程
ほど

内
うち

覺
さとし

74歳・小松
当選６回

山
やま

本
もと

博
ひろ

士
し

70歳・奈良
当選３回

入
いり

田
た

伸
しん

介
すけ

55歳・上大野
初当選

末
すえ

廣
ひろ

啓
あきら

68歳・清水
当選３回

井
いの

上
うえ

博
ひろし

73歳・清延
当選４回

長
なが

尾
お

慶
けい

太
た

35歳・小西野々
初当選

芝
しば

照
てる

雄
お

60歳・小倉
当選５回

松
まつ

浦
うら

司
つかさ

61歳・大宿
当選６回

有 権 者 数 ７，８６７人
投 票 者 数 ５，６３９人
有 効 投 票 数 ５，５６５票
無 効 投 票 数 ７３票
投 票 率 ７１.６８％
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令和７年度  新規採用職員と愛媛県相互交流派遣職員

二宮　優来（町民生活課）

濱田　亜樹（保健介護課）

眞鍋　拓也（企画振興課）

愛媛県相互交流派遣職員

坂本　一登（教育課）

天本　佳佑（町民生活課）

久米　法子（きほくの里保育園）

高田　雅之（総務財政課）

河添　実沙季（町民生活課）

渡辺　ゆうか（きほくの里保育園）



鬼
北
町
職
員
人
事
異
動

令
和
７
年
４
月
１
日
発
令
の
人
事
異
動
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

（

）
＝
旧
任

○
＝
昇
任
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【
課
長
級
】

会
計
管
理
者
兼
出
納
室
長（
出
納
室
長
補
佐

兼
会
計
係
長
）○
稲
屋
浩
明
／
町
民
生
活
課

長（
会
計
管
理
者
兼
出
納
室
長
）山
本
雄
大
／

環
境
保
全
課
長
兼
農
林
課
森
林
資
源
活
用
推

進
室
長
補
佐（
宇
和
島
地
区
広
域
事
務
組
合
派

遣
）東
明
彦
／
農
業
委
員
会
主
幹
兼
庶
務
係
長

（
農
林
課
長
補
佐
兼
農
林
土
木
係
長
）○
新
谷

茂
／
建
設
課
長（
水
道
課
長
兼
建
設
課
長
）佐

子
司
／
水
道
課
長（
水
道
課
主
幹
）二
宮
洋
之

／
宇
和
島
地
区
広
域
事
務
組
合
派
遣（
日
吉
支

所
長
補
佐
兼
総
務
係
長
）○
山
本
恵
美

【
課
長
補
佐
級
】

出
納
室
長
補
佐
兼
会
計
係
長（
町
民
生
活
課
長

補
佐
兼
戸
籍
住
民
係
長
）藤
原
弘
己
／
日
吉
支

所
長
補
佐
兼
総
務
係
長（
町
民
生
活
課
長
補
佐

兼
保
険
年
金
係
長
）節
安
秀
規
／
町
民
生
活
課

長
補
佐
兼
戸
籍
住
民
係
長（
町
民
生
活
課
担
当

係
長（
戸
籍
住
民
係
））〇
古
谷
裕
美
／
町
民
生

活
課
長
補
佐
兼
保
険
年
金
係
長（
保
健
介
護
課

長
補
佐
兼
介
護
保
険
係
長
）髙
田
賢
三
／
保
健

介
護
課
長
補
佐
兼
医
療
対
策
係
長
兼
保
健
係

長（
保
健
介
護
課
医
療
対
策
係
長
）○
渡
邊
充

／
保
健
介
護
課
長
補
佐
兼
介
護
保
険
係
長（
保

健
介
護
課
長
補
佐
兼
子
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

次
長
兼
保
健
係
長
）鶴
井
留
美
／
環
境
保
全
課

長
補
佐
兼
生
活
排
水
係
長（
企
画
振
興
課
担
当

係
長（
地
域
活
力
創
出
係
））○
毛
利
竜
一
郎
／

農
林
課
長
補
佐
兼
農
林
土
木
係
長（
農
林
課
長

補
佐
兼
森
林
対
策
室
長
補
佐
兼
森
林
対
策
係

長
）野
中
宏
史
／
農
林
課
長
補
佐
兼
森
林
資
源

活
用
推
進
室
長
補
佐
兼
森
林
資
源
活
用
推
進

係
長（
総
務
財
政
課
財
政
係
長
）○
谷
口
泰
彦

／
水
道
課
長
補
佐
兼
水
道
係
長（
環
境
保
全
課

長
補
佐
兼
生
活
排
水
係
長
）近
藤
裕
昭
／
教
育

課
長
補
佐
兼
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長（
農
業

委
員
会
次
長
兼
庶
務
係
長
）丸
山
貴
広

【
係
長
級
】

企
画
振
興
課
担
当
係
長（
地
域
活
力
創
出
係
）

（
危
機
管
理
課
担
当
係
長（
危
機
管
理
係
））宮

森
孝
至
／
企
画
振
興
課
担
当
係
長（
地
域
活
力

創
出
係
）（
教
育
課
担
当
係
長（
文
化
ス
ポ
ー
ツ

係
））谷
岡
一
仁
／
総
務
財
政
課
財
政
係
長（
総

務
財
政
課
担
当
係
長（
財
政
係
））宮
原
星
／
町

民
生
活
課
担
当
係
長（
戸
籍
住
民
係
）（
教
育
課

担
当
係
長
兼
鬼
北
総
合
公
園
町
民
プ
ラ
ザ
係
長

（
文
化
ス
ポ
ー
ツ
係
））岡
崎
秀
太
／
環
境
保
全

課
環
境
衛
生
係
長
兼
農
林
課
森
林
資
源
活
用

推
進
係
長（
環
境
保
全
課
環
境
衛
生
係
長
）山
下

勝
弘
／
教
育
課
担
当
係
長（
文
化
ス
ポ
ー
ツ
係
）

（
総
務
財
政
課
担
当
係
長（
庶
務
係
））末
廣
一
喬

／
教
育
課
担
当
係
長
兼
鬼
北
総
合
公
園
町
民
プ

ラ
ザ
係
長（
文
化
ス
ポ
ー
ツ
係
）（
教
育
課
係
長

（
日
吉
公
民
館
））葛
本
八
千
代
／
教
育
課
係
長

（
日
吉
公
民
館
）（
教
育
課
主
任（
学
校
教
育
係
））

〇
城
平
淳
子
／
教
育
課
係
長（
近
永
公
民
館
）

（
教
育
課
主
任（
近
永
公
民
館
））〇
伊
藤
夏
美

【
主
任
・
主
査
・
主
事
級
】

出
納
室
主
査（
会
計
係
）（
総
務
財
政
課
主
事（
行

政
係
））中
村
亮
太
／
企
画
振
興
課
主
査（
地
域

活
力
創
出
係
）（
愛
媛
県
か
ら
派
遣
）眞
鍋
拓
也

／
総
務
財
政
課
主
査（
庶
務
係
）（
出
納
室
主
事

（
会
計
係
））堀
田
紘
史
／
総
務
財
政
課
主
事（
行

政
係
）（
新
規
採
用
）高
田
雅
之
／
総
務
財
政
課

主
任（
財
政
係
）（
企
画
振
興
主
任（
地
域
活
力
創

出
係
））久
保
田
周
／
総
務
財
政
課
主
任（
管
財

係
）（
町
民
生
活
課
主
任（
福
祉
係
））桂
明
子
／
総

務
財
政
課
付
け
主
査（
愛
媛
県
派
遣
）（
町
民
生

活
課
主
査（
課
税
管
理
係
））行
定
士
勇
／
危
機

管
理
課
主
事（
危
機
管
理
係
）（
町
民
生
活
課
主

事（
課
税
管
理
係
））東
谷
一
彪
／
町
民
生
活
課
主

事（
課
税
管
理
係
）（
教
育
課
主
事（
文
化
ス
ポ
ー

ツ
係
）（
鬼
北
総
合
公
園
町
民
プ
ラ
ザ
））川
口
大

地
／
町
民
生
活
課
主
事（
課
税
管
理
係
）（
新
規

採
用
）二
宮
優
来
／
町
民
生
活
課
主
査（
資
産
評

価
係
）（
新
規
採
用
）天
本
佳
佑
／
町
民
生
活
課

主
査（
戸
籍
住
民
係
）（
新
規
採
用
）河
添
実
沙
季

／
町
民
生
活
課
主
任（
福
祉
係
）（
総
務
財
政
課

付
け
主
任（
愛
媛
県
派
遣
））高
田
翔
太
／
保
健

介
護
課
主
任（
医
療
対
策
係
）（
教
育
課
主
任（
学

校
教
育
係
））青
儀
浩
幸
／
建
設
課
主
査（
都
市

計
画
・
管
理
係
）（
農
林
課
主
査（
農
政
係
））竹
場

恭
介
／
教
育
課
主
事（
学
校
教
育
係
）（
町
民
生

活
課
主
事（
福
祉
係
））松
本
恵
梨
／
教
育
課
主

事（
文
化
ス
ポ
ー
ツ
係
）（
新
規
採
用
）坂
本
一
登

【
定
年
前
再
任
用
職
員
】

都
浩
明（
議
会
事
務
局
事
務
専
門
員
）／
山
下

新
治
郎（
環
境
保
全
課
事
務
専
門
員（
環
境
衛

生
係
））

【
保
健
師
】

保
健
介
護
課
保
健
師（
新
規
採
用
）濱
田
亜
樹

【
医
師
】

北
宇
和
病
院
医
師（
新
規
採
用
）山
下
美
奈

【
園
長
・
セ
ン
タ
ー
長
】

き
ほ
く
の
里
保
育
園
園
長（
認
定
こ
ど
も
園
さ

く
ら
園
長
）山
口
桂
子
／
認
定
こ
ど
も
園
さ
く

ら
園
長（
き
ほ
く
の
里
保
育
園
副
園
長
兼
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
長
兼
病
児
・
病
後
児
保
育

施
設
長
）北
川
美
枝
／
き
ほ
く
の
里
保
育
園
副

園
長
兼
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
長
兼
病
児
・

病
後
児
保
育
施
設
長（
き
ほ
く
の
里
保
育
園
主

任
保
育
士
）〇
松
浦
愛

【
主
任
保
育
士
】

き
ほ
く
の
里
保
育
園
主
任
保
育
士（
認
定
こ
ど

も
園
さ
く
ら
）〇
髙
田
玖
美
子
／
き
ほ
く
の
里
保

育
園
主
任
保
育
士（
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
兼
き

ほ
く
の
里
保
育
園
主
任
保
育
士
）小
川
千
恵

【
保
育
士
】

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
兼
き
ほ
く
の
里
保
育

園
保
育
士（
き
ほ
く
の
里
保
育
園
）松
岡
明
日

香
／
き
ほ
く
の
里
保
育
園（
認
定
こ
ど
も
園
さ

く
ら
）河
本
実
佳
／
き
ほ
く
の
里
保
育
園（
認

定
こ
ど
も
園
さ
く
ら
）河
本
実
佳
／
き
ほ
く
の

里
保
育
園（
新
規
採
用
）久
米
法
子
／
き
ほ
く

の
里
保
育
園（
新
規
採
用
）渡
辺
ゆ
う
か
／
認

定
こ
ど
も
園
さ
く
ら（
認
定
こ
ど
も
園
ゆ
ず
っ

こ
）堀
亜
哉
／
認
定
こ
ど
も
園
さ
く
ら（
き
ほ

く
の
里
保
育
園
）梶
原
由
佳
／
認
定
こ
ど
も
園

さ
く
ら（
認
定
こ
ど
も
園
ゆ
ず
っ
こ
）善
家
歌

梨
／
認
定
こ
ど
も
園
ゆ
ず
っ
こ（
き
ほ
く
の
里

保
育
園
）武
岡
麻
菜
／
認
定
こ
ど
も
園
ゆ
ず
っ

こ（
き
ほ
く
の
里
保
育
園
）河
添
千
秋

【
組
織
変
更
等
】

町
民
生
活
課
長
補
佐
兼
子
ど
も
家
庭
セ
ン

タ
ー
次
長
兼
福
祉
係
長（
町
民
生
活
課
長
補
佐

兼
福
祉
係
長
）善
家
恵
美
／
町
民
生
活
課
福
祉

係
担
当
係
長
兼
子
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
担
当

係
長（
町
民
生
活
課
児
童
施
設
整
備
係
長
兼
福

祉
係
担
当
係
長
）谷
口
奈
緒
／
農
林
課
長
兼
森

林
資
源
活
用
推
進
室
長
兼
農
業
委
員
会
事
務

局
長（
農
林
課
長
兼
森
林
対
策
室
長
兼
農
業
委

員
会
事
務
局
長
）奥
藤
幸
利
／
農
林
課
主
任

（
森
林
資
源
活
用
推
進
室
森
林
資
源
活
用
推
進

係
）（
農
林
課
主
任（
森
林
対
策
室
森
林
対
策

係
））楠
目
匠
／
農
林
課
主
事（
森
林
資
源
活
用

推
進
室
森
林
資
源
活
用
推
進
係
）（
農
林
課
主

事（
森
林
対
策
室
森
林
対
策
係
））岩
下
大
河
／

建
設
課
長
補
佐
兼
都
市
計
画
・
管
理
係
長（
建

設
課
長
補
佐
兼
管
理
係
長
）松
浦
慎
二
／
建
設

課
主
事（
都
市
計
画
・
管
理
係
）（
建
設
課
主
事

（
管
理
係
））宮
崎
結
衣
花

【
退
職
者
】

都
浩
明（
議
会
事
務
局
専
門
員
）／
森
明
（
環

境
保
全
課
長
）／
出
渕
公
造（
教
育
課
主
幹
兼

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
）／
善
家
直
邦（
町

民
生
活
課
長
）／
山
下
新
治
郎（
建
設
課
係
長
）

／
佐
々
木
裕
子（
町
民
生
活
課
係
長
）／
小
越

博
明（
水
道
課
係
長
）／
織
田
誠
司（
教
育
課
主

任
）／
市
山
陽
子（
き
ほ
く
の
里
保
育
園
園
長
）

／
久
保
仁（
北
宇
和
病
院
医
長
）

【
退
職
者（
再
任
用
職
員
）】

高
田
達
也（
総
務
財
政
課
事
務
専
門
員
）／
古

谷
忠
志（
環
境
保
全
課
事
務
専
門
員
）
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第
１
回
鬼
北
町
議
会
定
例
会
は
３
月
５
、６
、
19
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

議
会
で
は
議
案
26
件
、
発
議
３
件
、
諮
問
１
件
が
提
案
さ
れ
、
全
て
の
案
件
に

つ
い
て
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

鬼
北
町
議
会
３
月
定
例
会

議

案

●
鬼
北
町
水
道
事
業
布
設
工
事
監
督
者
の
配

置
基
準
及
び
資
格
基
準
並
び
に
水
道
技
術
管

理
者
の
資
格
基
準
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

●
情
報
通
信
技
術
の
活
用
に
よ
る
行
政
手
続

等
に
係
る
関
係
者
の
利
便
性
の
向
上
並
び
に

行
政
運
営
の
簡
素
化
及
び
効
率
化
を
図
る
た

め
の
デ
ジ
タ
ル
社
会
形
成
基
本
法
等
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
条
例

の
整
理
に
関
す
る
条
例
に
つ
い
て

●
鬼
北
町
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

て●
刑
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行

に
伴
う
関
係
条
例
の
整
理
等
に
関
す
る
条
例

に
つ
い
て

●
鬼
北
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

●
鬼
北
町
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

●
鬼
北
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

●
鬼
北
町
災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

●
地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を
高
め
る
た

め
の
改
革
の
推
進
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律

の
整
備
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係

条
例
の
整
理
に
関
す
る
条
例
に
つ
い
て

●
令
和
６
年
度
鬼
北
町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
８
号
）
に
つ
い
て

●
令
和
６
年
度
鬼
北
町
用
品
調
達
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）
に
つ
い
て

●
令
和
６
年
度
鬼
北
町
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
に
つ
い
て

●
令
和
６
年
度
鬼
北
町
国
民
健
康
保
険
診
療

所
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
に
つ
い

て●
令
和
６
年
度
鬼
北
町
介
護
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
３
号
）
に
つ
い
て

●
令
和
６
年
度
鬼
北
町
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）
に
つ
い
て

●
令
和
６
年
度
鬼
北
町
病
院
事
業
会
計
補
正

予
算
（
第
２
号
）
に
つ
い
て

●
令
和
６
年
度
鬼
北
町
下
水
道
事
業
会
計
補

正
予
算
（
第
２
号
）
に
つ
い
て

●
令
和
７
年
度
鬼
北
町
一
般
会
計
予
算
に
つ

い
て

●
令
和
７
年
度
鬼
北
町
用
品
調
達
特
別
会
計

予
算
に
つ
い
て

●
令
和
７
年
度
鬼
北
町
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
予
算
に
つ
い
て

●
令
和
７
年
度
鬼
北
町
国
民
健
康
保
険
診
療

所
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

●
令
和
７
年
度
鬼
北
町
介
護
保
険
特
別
会
計

予
算
に
つ
い
て

●
令
和
７
年
度
鬼
北
町
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

●
令
和
７
年
度
鬼
北
町
水
道
事
業
会
計
予
算

に
つ
い
て

●
令
和
７
年
度
鬼
北
町
病
院
事
業
会
計
予
算

に
つ
い
て

●
令
和
７
年
度
鬼
北
町
下
水
道
事
業
会
計
予

算
に
つ
い
て

発

議

●
鬼
北
町
議
会
の
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

●
鬼
北
町
議
会
の
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
条
例
に
つ

い
て

●
予
土
線
に
お
け
る
ダ
イ
ヤ
改
正
に
関
す
る

要
望
決
議
に
つ
い
て

諮

問

●
鬼
北
町
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に

つ
き
意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

一

般

質

問

◆
中

山
　
　
定

則

議
員

【
第
４
次
鬼
北
町
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画

の
推
進
状
況
に
つ
い
て
】

問
男
女
が
平
等
と
感
じ
る
人
の
割
合
に
お
け

る
数
値
目
標
に
つ
い
て
、
数
値
目
標
を
達
成

す
る
た
め
、
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
る
の
か
。

答
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
町
広
報
紙
等
を
活

用
し
て
情
報
発
信
を
行
う
と
と
も
に
、
国
、

県
等
の
セ
ミ
ナ
ー
や
研
修
会
の
参
加
周
知
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
実
施
な
ど
を
通
じ
、
考

え
方
や
態
度
・
行
動
な
ど
意
識
改
革
に
つ
な

が
る
機
会
の
創
出
に
努
め
る
旨
、
現
行
計
画

に
明
記
し
た
。

ま
た
、
公
益
財
団
法
人
「
え
ひ
め
女
性
財

団
」
の
協
力
の
も
と
、
女
性
団
体
や
女
性
防

災
士
を
対
象
に
、「
女
性
の
視
点
を
取
り
入

れ
た
発
災
時
の
避
難
所
運
営
」
を
テ
ー
マ
に
、

災
害
時
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
の
在
り
方

に
つ
い
て
、
研
修
会
を
実
施
す
る
な
ど
、
男

女
平
等
参
画
社
会
の
構
築
を
推
進
す
る
取
り

組
み
に
も
努
め
て
い
る
。

問
学
校
で
は
、
家
庭
科
教
育
等
で
男
女
の
平

等
に
つ
い
て
、
学
習
の
充
実
が
図
ら
れ
て
い

る
よ
う
で
あ
る
が
、
当
町
の
取
組
に
つ
い
て

問
う
。

答
中
学
校
の
教
科
書
に
は
、
表
紙
に
「
自

立
と
共
生
を
目
指
し
て
」
と
記
載
さ
れ
る
と

と
も
に
、
教
科
書
内
の
挿
絵
に
は
、
男
性
と

女
性
が
協
力
し
て
家
事
や
子
育
て
を
す
る
姿

な
ど
が
描
か
れ
て
お
り
、
男
女
の
平
等
、
協

働
に
つ
い
て
の
学
習
の
充
実
が
図
ら
れ
て
い

る
。中

学
校
の
技
術
科
・
家
庭
科
に
つ
い
て
は
、

過
去
に
は
、
男
女
別
々
に
授
業
を
行
っ
て
い

た
時
期
が
あ
っ
た
が
、
現
在
は
男
女
共
修
と

な
っ
て
い
る
。

児
童
生
徒
の
名
簿
に
つ
い
て
も
、
男
子
が

先
と
決
ま
っ
て
い
た
「
男
女
別
名
簿
」
か
ら

「
男
女
混
合
名
簿
」
と
し
、
出
席
番
号
も
男
女

混
合
と
な
る
よ
う
に
変
更
を
進
め
て
お
り
、

令
和
７
年
度
か
ら
は
、
全
部
の
小
中
学
校
で

実
施
の
予
定
。

制
服
に
つ
い
て
は
、
広
見
中
学
校
で
は
、
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令
和
６
年
度
か
ら
、
制
服
を
ブ
レ
ザ
ー
に
変

更
し
、
性
別
に
関
係
な
く
ス
ラ
ッ
ク
ス
や
ス

カ
ー
ト
が
選
択
で
き
る
。
日
吉
中
学
校
で
も
、

令
和
７
年
度
か
ら
制
服
を
ブ
レ
ザ
ー
に
変
更

し
、
同
様
の
取
り
組
み
を
実
施
す
る
。

な
お
、
小
学
校
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
ズ

ボ
ン
や
ス
カ
ー
ト
の
着
用
に
つ
い
て
、
男
女

で
の
制
限
は
設
け
て
い
な
い
。

問
男
女
共
同
参
画
推
進
の
た
め
の
連
絡
網
が

整
備
さ
れ
、
関
係
課
室
が
効
率
よ
く
諸
課
題

に
対
応
で
き
る
体
制
づ
く
り
が
進
ん
で
い
る

の
か
。

答
関
係
課
室
と
即
時
に
連
絡
調
整
が
可
能
な

「
業
務
用
グ
ル
ー
プ
ウ
ェ
ア
シ
ス
テ
ム
」、
業

務
用
メ
ー
ル
等
の
ツ
ー
ル
に
よ
り
、
関
係
課

室
と
の
連
絡
体
制
を
構
築
し
て
い
る
ほ
か
、

取
組
事
業
に
お
け
る
研
修
会
や
セ
ミ
ナ
ー
開

催
周
知
等
に
つ
い
て
も
、
ツ
ー
ル
を
活
用
し
、

職
員
個
々
と
の
連
絡
網
に
よ
り
、
効
率
的
に

情
報
共
有
を
図
っ
て
い
る
。

【
第
５
次
鬼
北
町
行
政
改
革
大
綱（
案
）に
つ

い
て
】

問
事
務
事
業
の
効
率
化
に
つ
い
て
、
引
き
続

き
事
務
事
業
の
整
理
・
合
理
化
に
取
り
組
む

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

答
業
務
の
効
率
化
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て

は
、
事
務
事
業
の
整
理
・
合
理
化
に
つ
い
て

も
、
引
き
続
き
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

問
男
女
共
同
参
画
社
会
の
構
築
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
な
集
中
改
革
プ
ラ
ン
を
策
定
し
た

の
か
。

答
「
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け
、

住
民
の
男
女
共
同
参
画
社
会
の
推
進
を
図
る

と
と
も
に
、
鬼
北
町
男
女
共
同
参
画
基
本
計

画
の
遂
行
に
努
め
る
。」
旨
、
集
中
改
革
プ
ラ

ン
に
定
め
、
関
係
課
室
や
職
員
個
々
と
の
連

絡
網
に
よ
り
、
効
率
的
に
情
報
共
有
、
男
女

共
同
参
画
の
推
進
に
取
り
組
む
。

問
定
員
適
正
化
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
集

中
改
革
プ
ラ
ン
を
策
定
し
た
の
か
。

答
事
務
の
効
率
化
を
図
り
つ
つ
も
、
業
務
量

に
応
じ
た
定
員
を
確
保
し
、
職
員
の
健
康
管
理

を
考
慮
し
た
定
員
管
理
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

問
新
た
な
人
材
の
確
保
に
つ
い
て
、
ど
の
よ

う
な
集
中
改
革
プ
ラ
ン
を
策
定
し
た
の
か
。

答
令
和
４
年
度
か
ら
、
従
来
９
月
に
実
施
し

て
い
た
採
用
試
験
を
、
７
月
と
９
月
の
２
回

実
施
し
て
い
る
。
今
後
、さ
ら
に
、試
験
時
期
、

試
験
内
容
、
募
集
方
法
に
つ
い
て
見
直
し
を

行
い
、
新
た
な
人
材
確
保
に
努
め
る
。

問
Ｄ
Ｘ（
デ
ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
）の
推
進
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
集

中
改
革
プ
ラ
ン
を
策
定
し
た
の
か
。

答
「
行
政
手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
、
情
報

シ
ス
テ
ム
の
標
準
化
・
共
通
化
、
Ａ
Ｉ
の
利

用
促
進
、
地
域
社
会
の
デ
ジ
タ
ル
化
な
ど
を

通
じ
て
、
町
民
の
利
便
性
の
向
上
と
行
政
事

務
の
効
率
化
」
を
集
中
改
革
プ
ラ
ン
に
定
め

て
い
る
。

具
体
的
に
は
、
県
と
16
市
町
で
共
同
運
用

し
て
い
る
「
え
ひ
め
電
子
申
請
シ
ス
テ
ム
」、

ま
た
、
今
年
度
に
導
入
を
し
た
「
書
か
な
い

窓
口
シ
ス
テ
ム
」
を
活
用
し
、
行
政
手
続
き

の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
・
効
率
化
を
進
め
、
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
も
、
Ａ
Ｉ
機
能
の
活
用
に
努
め

て
い
る
。

ま
た
、
電
子
地
域
通
貨
シ
ス
テ
ム
「
キ
ホ

カ
」
の
利
用
を
推
進
し
、
地
域
社
会
の
デ
ジ

タ
ル
化
に
努
め
、
町
民
の
利
便
性
向
上
と
行

政
事
務
の
効
率
化
に
取
り
組
む
。

問
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実
に
つ
い
て
、
町
民

の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
参
加
意
欲
を
引
き
出
す

た
め
に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
媒
体
と
し
て
何

を
す
る
の
か
。

答
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
っ
て
、
積
極
的
な
情
報

発
信
を
行
い
、
利
用
率
、
閲
覧
率
の
向
上
を

図
る
こ
と
で
、
町
行
政
に
対
す
る
興
味
・
意
識

の
醸
成
や
、
参
加
意
欲
の
向
上
な
ど
、
ま
ち

づ
く
り
へ
の
関
心
が
高
ま
る
も
の
と
考
え
る
。

昨
年
10
月
か
ら
今
年
１
月
に
か
け
て
、
ふ

る
さ
と
納
税
に
お
け
る
「
ガ
バ
メ
ン
ト
・
ク

ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
」
を
実
施
し
、
多

く
の
方
に
、
ご
支
援
を
い
た
だ
い
た
ほ
か
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
行
政
課
題
解
決
プ
ラ
ン

の
提
案
募
集
に
つ
い
て
、
検
討
を
始
め
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。

問
自
治
体
ク
ラ
ウ
ド
の
推
進
に
つ
い
て
、
様

式
の
統
一
に
よ
る
事
務
の
標
準
化
の
進
捗
状

況
を
問
う
。

答
令
和
４
年
４
月
か
ら
県
内
７
市
町
で
構
成

さ
れ
て
い
る
中
南
予
自
治
体
ク
ラ
ウ
ド
に
お

い
て
、
36
業
務
を
共
同
利
用
し
て
い
る
。

地
方
公
共
団
体
の
基
幹
系
情
報
シ
ス
テ
ム

に
お
い
て
、
標
準
化
対
象
事
務
の
20
業
務
に

つ
い
て
、
令
和
７
年
度
ま
で
に
、
ガ
バ
メ
ン

ト
ク
ラ
ウ
ド
へ
の
移
行
が
義
務
付
け
ら
れ
て

お
り
、
対
象
と
な
る
18
業
務
を
、
令
和
７
年

度
に
、
ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
に
移
行
す
る

予
定
と
し
、
様
式
の
統
一
が
推
進
で
き
る
計

画
と
し
て
い
る
。

残
り
の
18
業
務
に
つ
い
て
は
、
ガ
バ
メ
ン

ト
ク
ラ
ウ
ド
へ
の
移
行
完
了
後
に
、
順
次
様

式
の
統
一
を
行
っ
て
い
く
計
画
と
し
て
い
る
。

問
未
利
用
財
産
の
活
用
に
つ
い
て
、
ど
の
よ

う
な
集
中
改
革
プ
ラ
ン
を
策
定
し
た
の
か
。

答
未
利
用
財
産
に
つ
い
て
は
、
利
用
方
法
及

び
費
用
対
効
果
等
を
検
討
し
、
公
共
施
設
を

含
め
て
、
有
効
活
用
が
見
込
ま
れ
な
い
も
の

は
、
処
分
等
を
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

◆
兵

頭
　
　
稔

議
員

【
町
道
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
】

問
町
道
日
向
谷
線
の
側
溝
工
事
の
工
事
内
容

に
つ
い
て
問
う
。

答
施
工
理
由
に
つ
い
て
、「
降
雨
時
に
路
面

の
雨
水
が
隣
接
す
る
家
屋
に
流
入
す
る
た
め
、

こ
れ
を
防
止
す
る
排
水
施
設
を
要
望
す
る
。」

と
の
事
業
要
望
書
が
提
出
さ
れ
た
た
め
、
路

面
排
水
対
策
工
と
し
て
、
現
場
打
コ
ン
ク
リ
ー

ト
Ｌ
型
側
溝
を
32
・
５
ｍ
設
置
す
る
工
事
の
見

積
を
、
町
内
13
業
者
に
依
頼
し
、
施
工
し
た
。

問
積
雪
時
の
除
雪
作
業
、
国
道
・
県
道
・
町

道
の
作
業
手
順
に
つ
い
て
問
う
。

答
国
道
・
県
道
は
、
県
の
管
理
で
あ
る
の

で
、
南
予
地
方
局
へ
問
い
合
わ
せ
た
と
こ

ろ
、
広
域
幹
線
代
替
道
路
（
国
道
３
２
０

号
・
１
９
７
号
・
３
８
１
号
・
県
道
広
見
三

間
宇
和
島
線
）、
管
内
幹
線
生
活
道
路
（
国
道

４
４
１
号
）、
交
通
量
の
多
い
道
路
及
び
緊
急

性
の
高
い
道
路
の
順
に
除
雪
を
実
施
す
る
と

の
こ
と
で
あ
っ
た
。

町
道
は
、「
積
雪
量
30
㎝
で
車
両
の
通
行
が

困
難
な
こ
と
。」
と
し
て
い
る
が
、
積
雪
時

に
は
住
民
の
方
か
ら
の
通
報
に
も
対
応
し
な



広報きほく　2025.5 10

が
ら
、
職
員
に
よ
る
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
、

道
路
状
況
の
確
認
を
し
て
い
る
。
町
部
と
山

間
部
で
は
、
積
雪
量
が
異
な
る
た
め
、
路
面

の
状
況
や
天
気
情
報
を
確
認
し
て
、
緊
急
性
・

重
要
性
の
高
い
幹
線
道
路
か
ら
、
通
行
の
安

全
を
確
保
し
、
そ
の
後
に
、
支
線
の
除
雪
を

行
っ
て
い
る
。

【
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
地
方
創
生
臨
時

交
付
金
配
分
に
つ
い
て
】

問
国
か
ら
の
指
導
は
、
８
項
目
の
中
か
ら
配

分
の
指
示
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
鬼
北

町
の
配
分
理
由
を
問
う
。

答
「
推
奨
事
業
メ
ニ
ュ
ー
枠
」
の
交
付
金
と

し
て
、
４
千
９
６
９
万
２
千
円
が
配
分
さ
れ

て
い
る
が
、
可
能
な
限
り
幅
広
く
、
生
活
者
、

事
業
者
に
対
し
て
支
援
を
行
う
こ
と
、
ま
た
、

速
や
か
に
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
を
念
頭
に

置
い
て
、
４
つ
の
事
業
を
選
定
し
た
。

◆
芝
　
　
照

雄

議
員

【
町
内
小
中
学
校
及
び
保
育
所
の
安
全
対
策

に
つ
い
て
】

問
事
件
後
、
当
町
施
設
の
危
機
管
理
体
制
は

ど
の
よ
う
に
し
て
き
た
か
問
う
。

答
国
や
県
か
ら
の
指
導
に
基
づ
き
、
警
察
署

等
の
関
係
機
関
に
依
頼
し
て
、
学
校
周
辺
の

見
回
り
を
強
化
し
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
等
に
学
校
周
辺

で
不
審
者
を
見
か
け
た
場
合
は
、
情
報
提
供

い
た
だ
く
よ
う
依
頼
を
し
た
。

危
機
管
理
体
制
と
し
て
は
、
学
校
ご
と
に

危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
、
そ
の
内

容
を
教
職
員
に
周
知
し
て
い
る
。

ま
た
、
防
犯
の
知
識
を
有
す
る
、
警
察
官

Ｏ
Ｂ
と
、
見
守
り
活
動
の
経
験
が
豊
富
な
方

２
名
に
、
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
・
リ
ー
ダ
ー
を

委
嘱
し
、「
愛
媛
県
地
域
ぐ
る
み
の
学
校
安
全

体
制
整
備
推
進
事
業
」
を
活
用
し
て
、
定
期

的
に
各
小
学
校
を
訪
問
し
て
い
た
だ
き
、
指

導
・
助
言
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

校
内
の
不
審
者
対
策
と
し
て
は
、
教
職
員

は
、
常
に
笛
を
携
帯
し
て
お
り
、
非
常
時
に

は
、
笛
を
吹
い
て
、
校
内
に
異
常
を
知
ら

せ
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
り
、
教

職
員
は
児
童
生
徒
の
避
難
誘
導
を
行
う
こ
と

や
、
笛
を
吹
い
た
教
職
員
の
と
こ
ろ
へ
集

ま
っ
て
、
不
審
者
に
対
し
て
１
人
で
対
応
し

な
い
こ
と
な
ど
を
徹
底
し
て
い
る
。

校
舎
内
に
は
、
不
審
者
に
よ
る
危
害
防
止

の
た
め
、「
さ
す
ま
た
」
及
び
「
防
犯
催
涙

ス
プ
レ
ー
」
を
設
置
し
て
お
り
、
防
犯
訓
練

等
の
際
に
は
、
宇
和
島
警
察
署
の
方
に
、「
さ

す
ま
た
」
の
使
用
方
法
に
つ
い
て
、
講
習
を

受
け
て
い
る
。

登
下
校
時
の
見
守
り
は
、
教
職
員
に
よ
る

通
学
指
導
以
外
に
、
各
地
区
の
皆
様
が
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
「
見
守
り
隊
」
と
し
て
ご
協

力
い
た
だ
い
て
お
り
、
一
緒
に
登
校
を
し
て

い
た
だ
い
た
り
、
横
断
歩
道
周
辺
な
ど
で
、

通
学
を
見
守
っ
て
い
た
だ
い
た
り
し
て
い

る
。関

係
機
関
と
の
連
携
強
化
も
行
っ
て
お

り
、
教
育
委
員
会
に
連
絡
が
入
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
で
、
そ
の
際
に
は
、
直
ち
に
、

教
育
委
員
会
か
ら
各
学
校
へ
注
意
喚
起
の
連

絡
を
行
う
こ
と
に
し
て
い
る
。

ま
た
、
町
内
の
保
育
所
で
は
、
危
機
管
理

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
整
備
、
危
機
管
理
に
関
す
る

研
修
や
避
難
訓
練
の
実
施
、
警
察
と
連
携

し
て
子
ど
も
た
ち
の
安
全
を
守
る
体
制
の
構

築
、「
園
だ
よ
り
」
等
に
よ
る
保
護
者
に
対
す

る
積
極
的
な
情
報
提
供
、
ま
た
門
扉
の
施
錠
、

フ
ェ
ン
ス
の
設
置
及
び
非
常
通
報
装
置
の
設

置
に
よ
る
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
強
化
等
を
実
施
し

て
い
る
。

問
町
内
小
中
学
校
及
び
保
育
所
の
防
犯
訓
練

等
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
問
う
。

答
現
在
、
各
小
中
学
校
で
、
毎
年
１
回
の
防

犯
訓
練
を
実
施
し
て
い
る
。

学
校
ご
と
に
、
内
容
は
異
な
る
が
、
火
災

想
定
訓
練
や
地
震
想
定
訓
練
と
は
別
に
、
不

審
者
が
侵
入
し
た
想
定
で
の
訓
練
を
、
学
校

全
体
で
行
っ
て
い
る
。

保
育
所
で
は
、
定
期
的
に
防
犯
・
不
審
者

避
難
訓
練
を
年
１
回
実
施
し
て
い
る
。
実
際

の
不
審
者
の
侵
入
を
想
定
し
た
訓
練
を
行
う

こ
と
で
、
職
員
の
危
機
意
識
を
高
め
、
職
員

が
冷
静
に
判
断
し
、
適
切
な
行
動
と
る
こ
と

を
目
指
し
て
い
る
。
ま
た
、
各
園
で
も
、
年

１
回
防
犯
訓
練
を
実
施
し
、
訓
練
を
通
し
て
、

子
ど
も
た
ち
は
、
危
険
な
状
況
を
認
識
し
、

恐
怖
心
を
持
ち
な
が
ら
も
冷
静
に
対
処
し
、

適
切
に
行
動
す
る
力
を
養
う
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
る
と
考
え
る
。

問
令
和
５
年
６
月
に
質
問
し
た
小
学
校
遊
具

点
検
に
つ
い
て
、
十
分
協
議
し
前
向
き
に
進

め
る
と
の
返
答
で
し
た
が
、
現
在
ど
の
よ
う

に
対
応
し
て
い
る
の
か
。

答
令
和
６
年
４
月
10
日
に
、「
鬼
北
町
内
小

学
校
屋
外
遊
具
安
全
点
検
業
務
」
の
契
約
を

行
い
、
町
内
全
て
の
小
学
校
に
お
い
て
、
点

検
を
実
施
し
た
。

令
和
６
年
11
月
に
、
報
告
書
の
提
出
が
あ

り
、
日
吉
小
学
校
の
遊
具
１
つ
が
「
使
用
不

可
」
判
定
で
あ
っ
た
た
め
、
直
ち
に
当
該
遊

具
を
使
用
禁
止
と
し
、
修
繕
が
完
了
し
た
１

月
か
ら
、
使
用
を
再
開
し
て
い
る
。

今
後
は
、
隔
年
で
遊
具
点
検
を
実
施
し
、

学
校
遊
具
の
安
全
管
理
に
努
め
る
。

【
災
害
級
の
大
雪
後
の
対
応
に
つ
い
て
】

問
大
雪
に
よ
る
農
作
物
・
施
設
等
の
被
害
状

況
を
問
う
。

答
農
作
物
の
被
害
は
、
積
雪
に
よ
る
菜
の
花

の
つ
ぼ
み
の
焼
け
症
状
の
発
生
、
果
樹
の
樹

体
被
害
と
し
て
、
ユ
ズ
の
枝
折
れ
・
ブ
ド
ウ

の
主
幹
折
れ
な
ど
の
被
害
が
発
生
し
た
。

農
業
用
施
設
は
、
施
設
園
芸
や
水
稲
育
苗

な
ど
に
使
用
し
て
い
る
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
３
６

棟
、
施
設
園
芸
用
ガ
ラ
ス
ハ
ウ
ス
２
棟
、
媛
っ

こ
地
鶏
、
キ
ジ
及
び
採
卵
鶏
の
鶏
舎
が
６
棟
、

農
業
機
械
２
台
の
被
害
が
発
生
し
た
。

問
除
雪
作
業
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
は
作
成
し
て

い
る
の
か
。

答
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
作
成
し
て
い
な
い
が
、
建

設
課
で
、
積
雪
の
多
い
日
吉
地
区
に
お
け
る

除
雪
順
序
を
作
成
し
、
そ
の
順
序
で
除
雪
作

業
を
実
施
し
た
。

今
回
は
、
倒
木
・
停
電
・
落
石
な
ど
の
突

発
的
な
事
故
や
、
積
雪
が
広
範
囲
に
渡
っ
て

い
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
通
常
よ
り
も
除
雪

に
か
か
る
時
間
を
要
し
た
た
め
、
住
民
の
皆

様
に
は
、
大
変
不
自
由
な
思
い
を
さ
せ
て
し

ま
っ
た
。
今
後
は
、
町
内
業
者
と
の
連
携
を

よ
り
一
層
強
化
し
、
迅
速
で
確
実
な
除
雪
体

制
の
確
保
が
図
れ
る
よ
う
に
、
努
め
て
い
く
。
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初夏を思わせる陽気となった大会当日。鬼北町役場裏にある奈良川河川敷にて、第２回鬼北シクロクロス大会
（通称：オニクロ）が開催されました。期待していた桜の開花は間に合いませんでしたが、快晴の空の下、県
内外から約150名の選手たちが奈良川河川敷に集い、暑い熱いレースが繰り広げられました！！

瀬戸内シクロクロスシリーズ　最終戦

≪令和7年3月23日（日）≫
第2回 鬼北シクロクロスin奈良川　　　開催！

ジュニア レディース カテゴリー 3 カテゴリー 2 カテゴリー1 キッズ2 キッズ1 耐久男子・混合 耐久女子

1位 林　展一郎
（香川県）

合田　史子
（西条市）

小松　広明
（高知県）

向井　貴大
（松山市）

大谷　勇太
（高知県）

小林　千紘
（内子町）

筒井　淳人
（松山市）

OCXジュニアとおっさん
（香川県）

Actcyc/CR3W
（西条市）

2位 大谷 鴻志郎
（高知県）

武田 美夕紀
（東温市）

久保　陽一
（松山市）

大石　浩平
（八幡浜市）

川野　哲史
（高知県）

吉川　実紅
（八幡浜市）

山本　一太
（松山市）

マッチョ売りの長者
（愛媛県）

ECWRT
（松前町）

3位 穂積　蒼史
（伊予市）

中川 左裕里
（松山市）

仙波　颯
（松山市）

菅野　嵩久
（東温市）

林　慎二
（香川県）

太場　宥和
（松野町）

林　舜二郎
（香川県）

土佐中学校自転車競技部
（高知県）

ハピガル
（伊予市）

シクロクロスの併催イベントとして同会
場で行われた保育園の年中・年長さん向
けの「ファーストバイクスクール」では
町内外より30名ほどの園児が集まり、北
宇和高校生による交通安全紙芝居や講師
による正しいヘルメットのかぶり方、プッ
シュバイクを使った自転車安全教室を通
して交通ルールを学ぶことができ、大人
も子供も楽しめるイベントとなりました。

斜面を駆け降りる選手たち 鬼北町長・上島町長・砥部町長・内子町長・松野町長・松前町長が耐久レースに参戦 障害物は自転車を担いで突破
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愛
顔
つ
な
ぐ
え
ひ
め
国
体

第
72
回
国
民
体
育
大
会

　
　
　
　
～
君
は
風

い
し
づ
ち
を
駆
け

瀬
戸
に
舞
え
～
　
　
思
い
出
と
今

　受入が決まった時は不安ばかりで、地域で協力しながら準備をしま
した。「やるしかないでしょう！」と力強く言ってくれた地域の方には心
から感謝しています。 選手団がどのようなチーム、子たちが来るのか
楽しみでもありました。当日お出迎えをすると、かわいい子ばかりで、
地域に活気が出たような気がしました。 練習や試合から帰ってきたら
自分の家のようにくつろぎ、昼寝をしている姿を見て、嬉しく思うとと
もに、試合が終わるまでは集中を切らさないように配慮するなど、地域、
家庭で一丸となってサポートをしました。選手たちはしっかりと挨拶が
でき、食事も “美味しい” と言って残すことなく食べてもらいました。

毎晩願懸けにお寺の階段を登る姿、レギュラー選手のユニフォームを
１学年先輩の控え選手が洗う姿が今でも鮮明に思い返されます。 試合
観戦では、応援方法を教えてもらい、選手団のチームカラーで応援席を
染めて、声を枯らせて声援を送りました。 試合に勝って帰って来た時
には、ハイタッチをして出迎えました。国体の開催は地域住民同士のつ
ながりができ、大変有意義で感動のある大会だったと思います。 試合
に勝って帰って来た時には、ハイタッチをして出迎えました。国体の開
催は地域住民同士のつながりができ、大変有意義で感動のある大会だっ
たと思います。 最後の夜には、「最後の晩餐」ということで、盛大にパー
ティーをして、楽しい時間を過ごしました。 滞在中のおもてなしに感
動し、抱き合って感謝を伝えてくれる選手が多くいました。 選手が帰っ
たあと、布団に置いてある手紙や背比べをした柱を見るたびに、人生の
大きなイベントの一つだったと思い出します。 えひめ国体後は、受入
選手団の応援に富山や東京、北海道などに駆けつけ、選手と交流を続け
ています。また、自然災害の度に連絡をしたり、旅行で鬼北町に来てく
れたりと、再会をしている家庭もあるようです。 現在は、実業団で活
躍している選手、高校の教師や保育士、介護福祉士や行政職員、警察官
になった方、結婚をして新たな家庭を築いている方など様々ですが、出
会いをきっかけに人と人とのつながりの大切さを感じています。 2019
年に日本代表に初選出された関選手がインタビューで「えひめ国体での
出来事が、高校生活の一番の思い出」と話していました。

　この度は突然の依頼にも関わらず、多くの皆様にアンケートのご
協力をいただきまして、誠にありがとうございました。
　皆様のお声を紡いで特集としました。

　昨年「えひめ国体で民泊していた子が地元紙の取材で鬼北町の事
を話している。」と情報をいただいたことがきっかけで、この特集
が決まりました。
　鬼北町での経験が夢や目標のきっかけとなり、当時の思い出やご
縁が今も続いていることをうれしく思います。
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「
練
習
は
嘘
を
つ
か
な
い
」

「
勝
つ
と
い
う
こ
と
は
自
分
た
ち
が
バ
レ
ー
を
続
け
る
た
め
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
支
え
て
く
れ
て
い
る
人
に
恩
返
し
を
す
る
と
い
う
こ
と
」

大
阪
府
選
手
団
の
コ
メ
ン
ト

　初めての民泊で、行く前からとてもワクワクしたのを憶えていま
す。鬼北町の方が本当に温かく迎え入れてくださって、国体期間中は
毎日試合から帰ってくるのが楽しみでした。試合も私たち東京都を応
援してくださって、毎日一緒に戦ってくれました。負けた時も一緒に
悔しがってくれて、『優勝したかったな』って…。東京へ帰る日、朝か
ら悲しくて帰りたくなかったです。皆さんが温かくて優しくて家族の
ように感じました。『鬼北町って、愛媛って素敵だな、また来たいなぁ。』
と思いました。（国体から数ヵ月は携帯の待ち受け画面を、鬼北町の
みなさんと撮った写真にしていました（笑））東レアローズに入団後も
試合の度に応援メッセージを送ってもらい、愛媛で試合があった時は、
直接会場まで見に来てくださいました。高校・東レアローズ時代の同
期の石川真佑、大﨑琴未とは、『いつか愛媛いこうね』と話しています。
去年から地元の青森県で公務員をしています。来年青森県で国スポが
あるので、まずはそれを無事に成功させられるように頑張っていきた
いです。えひめ国体のように、選手の思い出に残るような大会にでき
ればなと思っています。

　えひめ国体の際は、本当にお世話になりました。民泊を受け入れ
ること自体、勇気のいることだったと思います。会ったことのない私
たちを快く迎えて、おもてなしをしてくださり、本当にありがとうご
ざいました。大会の結果以上に、えひめ国体は素敵な思い出になりま
した。いつかまた愛媛、鬼北町に行きます！優しくて温かい鬼北町の
みなさんが大好きです。

「
練
習
は
嘘
を
つ
か
な
い
」

「
勝
つ
と
い
う
こ
と
は
自
分
た
ち
が
バ
レ
ー
を
続
け
る
た
め
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
支
え
て
く
れ
て
い
る
人
に
恩
返
し
を
す
る
と
い
う
こ
と
」

大
阪
府
選
手
団
の
コ
メ
ン
ト

青森県つがる市　野呂加南子

現在、青森県つがる市役所 国スポ・障スポ推
進室で活躍されており、今回の広報掲載につい
て、快諾し、ご協力いただきました。



　「第７回愛ある鬼嫁コンテスト」は３月30日、道の駅日吉夢産地
で開催されました。
　今大会は、「鬼嫁部門」に26人、「鬼嫁の夫部門」に15人、「鬼嫁
のこども部門」に20人がエントリー。「家族愛」をテーマにした一
言を大声で叫び、その声量と愛情を競い合いました。
　夫婦で各部門に出場されている方もあり、日頃の感謝を伝える
一方で、なかなか伝えられない愛のある苦言を叫ぶなど、会場は
和やかな雰囲気に包まれました。
　また、同日に開催された「しいたけまつり」では、開始１時間
前からしいたけの原木を買い求める長蛇の列ができていました。

第７回愛ある鬼嫁コンテスト
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【鬼嫁のこども部門】
二
にの

宮
みや

麻
あ

見
み

 さん
【鬼嫁部門】

宮
みや

崎
ざき

清
さや

楓
か

 さん
【鬼嫁の夫部門】

大
おお

原
はら

裕
ひろ

大
まさ

 さん

みんなデブデブって
いうけど、今は食べ
盛りだからいっぱい
食べさせろー

毎晩酒飲ませやー！
酒足りんのじゃ！

ありがとう優さん
いつまでも

愛してるぞー！



　町では、KIHOCAカードをお持ちの町内の皆様を対象に、5,000
円相当のKIHOCAポイントをお配りする「ＫＩＨＯＣＡポイント
キャンペーン」を開始します。まだカードをお持ちでない方は、お
早めにお申し込みください。

　５月15日にKIHOCAカードに自動的に限定ポイントが付与されます。なお、キャンペー
ン期間中にカードを作成された方にも限定ポイントが付与されます。

ＫＩＨＯＣＡ（キホカ）ポイントキャンペーンのご案内
「ＫＩＨＯＣＡポイントキャンペーン開始！」

広報きほく　2025.515

【ポイント付与の方法】

【キャンペーンの期間】

【キャンペーンの対象となる方】

【付与される限定ポイント】

【KIHOCA カードの申込方法】

　限定ポイントの使用期間は、令和７年５月15日から９月15日までです。使用期間を過ぎ
ると失効しますのでご注意ください。

　KIHOCAカードを所有することができる18歳以上の方で、キャンペーン期間中に、鬼北
町に住民票があり、KIHOCAカードを持っていれば対象となります。

　5,000円分の期間限定ポイント。自動で、通常ポイントより優先して使用されます。

　役場企画振興課、日吉支所、好藤・愛治・三島・泉公民館でお手続きが
できます。本人確認ができるものをご持参ください。役場企画振興課以外
でのお手続きの場合は、後日カードを郵送します。
　また、「えひめ電子申請システム」でもお手続きができます。
　スマホなどから右の二次元コードを読み取ってください。

～ KIHOCA情報コーナー～
１．KIHOCAチャージ機が設置されました！
　令和７年３月から、㈱高田商店にＫＩＨＯＣＡチャージ機を設置しました。
利用時間は店舗の開店時間となります。ぜひご活用ください。

２．KIHOCAカードが使用できるお店が増えました！
　令和７年４月から、えひめ南農業協同組合　鬼北中央給油所でＫＩＨＯＣＡ
カードが使用できるようになりました。ぜひご活用ください。
○問合せ先　企画振興課 内線2212・2214



まちのお知らせ
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お知らせ
Info  

お知らせ
Info  

申請はお早めに！

軽自動車税（種別割）減免申請の受付を開始します

４月・５月の連休における「家庭ごみ・し尿等収集」について

問

問

問

町民生活課　課税管理係　内線2123

環境保全課　環境衛生係　内線2441

環境保全課　環境衛生係　内線2441

　障がい者の方が使用する軽自動車等で特定の車両に対し、軽自動車税（種別割）の減免制度があ
ります。なお、自動車税（種別割）の減免を受ける場合は、軽自動車税（種別割）の減免を受ける
ことはできません。
【減免申請期間】 ５月13日（火）～６月２日（月）
【持参物】　●身体・精神障害者手帳　　●療育手帳　　●運転免許証またはマイナ免許証（※）

●納税通知書 ●マイナンバーカード
（※）マイナ免許証の場合は「マイナンバーカード」と「マイナ免許証の免許情報の画面を印刷したもの」が必要です。

※１．家庭ごみは各地区決められた曜日に排出してください。　直接搬入：広域環境センター（☎49-5040）　
汲取依頼先：（有）広見衛生社（☎45-0507）早めのお申し込みを！

29（火） 30（水） １（木） ２（金） 3（土） 4（日） 5（月） 6（火）

家庭ごみ収集 〇
※1

〇
※1

〇
※1

〇
※1 × × 〇

※1
〇
※1

直接搬入
（個人での持ち込み） × 〇

13時～16時
〇

13時～16時
〇

13時～16時
〇

13時～16時 × × ×

し尿等収集 × 〇 〇 〇 × × × ×

お知らせ
Info  

町内の空間放射線量測定結果

　鬼北町では、町民の皆さんが身近な放射線量を把握することができるよう、町内の特定箇所で
定期測定を年間３回実施しています。３月は各小中学校も実施しました。
　測定結果は以下のとおりです。
【空間放射線量測定結果】 （測定日：令和７年３月19日）

測定場所 測定結果
（単位：マイクロシーベルト） 測定場所 測定結果

（単位：マイクロシーベルト）
鬼北町役場 毎時 0.05 広見中学校 毎時 0.06
好藤保育所跡地 毎時 0.06 日吉中学校 毎時 0.09
愛治公民館 毎時 0.05 近永小学校 毎時 0.10
三島公民館 毎時 0.07 好藤小学校 毎時 0.11
小倉コミュニティセンター 毎時 0.08 愛治小学校 毎時 0.09
日吉支所 毎時 0.07 三島小学校 毎時 0.08
父野川下農村広場 毎時 0.10 泉小学校 毎時 0.07

日吉小学校 毎時 0.08
※ 測定器は、NaIシンチレーションサーベイメータ（主にガンマ線の測定器）を使用し、地表面か

ら１ｍの高さ（保育所、小学校は50cm）で実施しています
※シーベルト：人体が放射線を受けた時、その影響の度合を表す目安となる放射線量の単位。
（１シーベルト＝1,000ミリシーベルト、１ミリシーベルト＝1,000マイクロシーベルト）

※測定値には、気象条件、測定器等により差が出ますので、参考数値となります。
 いずれも国の基準【毎時0.23マイクロシーベルト】を下回っており通常レベルの範囲内で問題の
ない数値です。
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お知らせ
Info  令和６年度３月の鬼北町工事入札結果

問 総務財政課　管財係　内線2209

お知らせ
Info  

お知らせ
Info  

お知らせ
Info  

子ども食堂に関する住民アンケート協力のお願い

介護者のつどいについて

愛媛県国民健康保険団体連合会表彰

問

問

問

　宇和島圏域在住の方を対象に、子ども食堂に関するアンケートを行っています。ご回答いただき
ました内容については、今後の子育て支援施策の参考にしますので、ぜひご協力をお願いします。

【回 答 期 限】５月31日（土）
【回答対象者】鬼北町在住の20代以上（宇和島市、松野町、愛南町も対象）
【回 答 方 法】二次元バーコードから回答をお願いします。

※紙での回答を希望の方は、町民生活課へお問い合わせください。

　認知症や寝たきりなど、高齢者を介護する家族には、肉体的にも精神的にも大きな負担がかかり
ます。しかし、身近に相談できる人がおらず、悩みを抱え込んでしまう人が多いのが現状です。
　そこで鬼北町では、介護の経験を持つ家族同士の交流を、２ヵ月に１回開催しています。一人で
悩まずに、「つどい」で思いを語ってみませんか。

【日時】　奇数月の第２金曜日　10時～ 11時30分　※次回は５月９日（金）
【場所】　鬼北町総合福祉センター
【対象】　鬼北町在住で高齢者を介護している方

※在宅・施設は問いません。介護経験者も歓迎します。

　岡部健一さん（医師）＝近永＝に愛媛県国民健康保険団体連合会表彰が
贈られました。
　岡部さんは、令和元年から鬼北町国民健康保険運営協議会委員として活
動。長年にわたり、国民健康保険の健全な運営に尽力されたことが評価され、
このたびの受賞となりました。

回答フォーム

入札日 工事名 場　所 工事概要
落札業者

主管課
落札額（税抜）

3/26 鬼北町仮庁舎解体工事 近永
仮庁舎解体 鉄骨造２階建 
Ａ＝1137.41㎡　　
外構解体 １式

愛媛建設株式会社
総務財政課

30,900,000

3/26 近永小学校高圧機器更新工事 奈良 トランス（TR）
1φ3W 50KVA　１台

高田電工有限会社
教育課

1,469,000

町民生活課　福祉係　内線2120・2173 ／愛媛県南予地方局地域福祉課　福祉推進係　☎22-5211

保健介護課　地域包括支援センター係　内線3121

町民生活課　保険年金係　内線2114
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中学生の視点で作る魅力発信冊子
◎イメージアッププロジェクト

一番輝ける場所で働く
◎地域おこし協力隊　活動報告会

　３月19日に広見中学校イメージアッププロジェ
クトの最終授業が行われました。

この授業は、広見中学校２年生の生徒（令和６
年度）が “鬼北町の魅力” を再発見することを目
的に、生徒らが町内７つの事業所を訪れ、インタ
ビューや調査を行い、冊子を作り上げました。今
回最後の授業では、お世話になった事業所を訪れ、
生徒たちは、「町内事業所の日々の努力と工夫、
知らなかった発見があり学びになった。」と感想
を伝えていました。完成したこれらの冊子は、県
内の観光施設や公共施設等に設置する予定です。

　３月13日に役場本庁３階議場で、地域おこし協力
隊活動報告会が行われ、地域住民、現役隊員、職員
の約30名が、卒業する隊員の報告に耳を傾けました。
　報告会では、任期中に学んだことや成長したこと、
地域の方に助けていただいたこと、今後についての
報告がありました。また、卒隊者のうち農業をミッ
ションとしていた大村隊員は、「きじ農家として独立
し、将来は愛治地区で農家の後継者になりたい。ま
た、家族で楽しく働ける農業の仕組みを作りたい！」
と今後の抱負を発表しました。
　令和６年度末で５名の隊員が卒業し、令和７年４
月１日時点での協力隊員は４名となりました。

地域の安全を地域で守る
◎交通安全パレード

未来を担う子どもたちを見届ける
◎広見中学校記念碑

　４月７日に中央公民館駐車場で、交通安全パ
レードの出発式が行われました。兵頭町長は、「新
しい通学路で不安のある子どもたちが登下校し、
部活動が始まると薄暗い中での下校になります。
交通ルール、安全運転を呼び掛け、子どもたちが
安全に学校に通えるよう、地域で呼びかけてもら
いたい。」と挨拶をしました。
　春の交通安全運動期間中は、委員が巡回したり、
街頭で見守りをしたりしていますが、１年をとお
して、ドライバー、歩行者ともに、交通安全に努め、
交通事故等を起こさないよう心掛けて生活してい
きましょう。

　３月13日に広見中学校で、新校舎落成にあたり記
念碑完成式典が行われ、石碑を寄贈いただいた清家
茂さん＝下大野＝が出席しました。
　この石碑は約30年前から清家さんが大切に保管
していたもので、「広見中学校落成記念にシンボル
となる記念碑を作ってはどうか。」と提案いただき、
完成しました。記念碑を見て清家さんは、「鬼北町
の宝が巣立っていく姿を永遠に見届ける石になっ
た。」と完成を喜び、生徒会長中平晴輝さんは、「記
念碑をみて、広中生としての誇りと自覚をもって学
校生活を送りたい。」と感謝を伝えました。
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す
。
ま
ず

は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日

時
５
月
26
日
㈪

13
時
30
分
〜
16
時
30
分

対
象
者

鬼
北
町
在
住
の
方（
３
名
程
度
）

場

所
広
見
保
健
セ
ン
タ
ー

※
秘
密
は
お
守
り
ま
す
。
安
心
し

て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

予
約
制
の
た
め
、
希
望
さ
れ
る

方
は
５
月
19
日
㈪
ま
で
に
お
問
い

合
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

保
健
介
護
課
保
健
係

内
線
３
１
１
３

令
和
７
年
度
愛
媛
県
事
業
系

食
品
ロ
ス
削
減
ト
ラ
イ
ア
ル

補
助
事
業
の
募
集
に
つ
い
て

募
集
・
相
談

お
知
ら
せ

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

休
日
臨
時
交
付
窓
口
開
設

え
ひ
め
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー

「
愛
結
び
」
会
場
開
設

自
動
車
税
種
別
割

納
付
期
限
の
お
知
ら
せ

愛
媛
県
Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
普
及
週

間
の
お
知
ら
せ

宅
地
造
成
及
び
特
定
盛
土
等

規
制
法
（
盛
土
規
制
法
）
の

運
用
開
始
に
つ
い
て

第
41
期
愛
媛
県
高
齢
者
大
学
校

受
講
者
募
集

新
居
浜
産
業
技
術
専
門
校
令
和

７
年
度
入
校
生
随
時
募
集
開
始

身
近
で
「
何
か
お
か
し
い
な
」

と
感
じ
た
ら
情
報
提
供
を
‼

日時  ５月20日㈫　10時～15時
場所 ◆鬼北町総合福祉センターひまわり
　　 ◆日吉中央集会所
問 人権…町民生活課戸籍住民係 内線2111
　 行政…総務財政課行政係 内線7802
　 心配…社会福祉協議会 ☎45－3709

「人権・行政・心配ごと相談」 こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
の
ご
案
内

広報きほく　2025.519



つ
ら
い
の
が
い
っ
ぱ
い
あ
っ
て
ま
だ
つ
ら
い

小
学
校
一
年
生

か
く
れ
て
も
さ
が
す
人
に
は
見
つ
か
る
よ

小
学
校
二
年
生

さ
が
し
て
る
心
が
躍
る
そ
ん
な
場
所

小
学
校
五
年
生

つ
ら
い
こ
と
だ
け
じ
ゃ
な
い
ん
だ
教
え
た
い

小
学
校
六
年
生

本
当
の
自
分
を
探
し
志
す

小
学
校
六
年
生

金
持
ち
に
な
っ
て
生
活
し
て
み
た
い

小
学
校
六
年
生

ケ
ン
カ
し
た
つ
ら
い
気
持
ち
を
だ
し
て
み
る

中
学
校
一
年
生

か
い
も
の
で
お
や
つ
を
さ
が
す
楽
し
い
な

中
学
校
一
年
生

捜
し
物
見
つ
け
た
と
き
に
ホ
ッ
と
す
る

中
学
校
二
年
生

十
五
歳
夢
は
ま
だ
ま
だ
模
索
中

中
学
校
三
年
生

新
し
い
生
活
に
な
れ
高
一
へ

中
学
校
三
年
生

｢

探
す｣

か
ら｢

進
む｣

に
変
わ
る
僕
の
夢

高
校
三
年
生

せ
せ
ら
ぎ
の
音
も
春
め
く
土
手
の
花大

崎

五
葉

春
野
原
老
い
も
弾
ん
で
歩
を
進
め

木
村

貞
子

待
ち
ど
お
し
い
春
の
山
菜
ま
だ
出
な
い

川
添

忠
昭

野
菊
の
墓
の
映
画
に
涙
あ
ふ
れ
た
日山

本

節

野
い
ち
ご
で
飢
え
カ
バ
ー
し
た
幼
き
日

菅
原

由
紀

野
仏
に
一
輪
人
は
皆
優
し

若
宮

賢
敬

春
爛
漫
負
け
じ
と
競
う
花
衣

水
野
す
み
こ

春
分
も
過
ぎ
て
野
良
着
も
衣
更
え

中
城

英
雄

竹
の
子
川
柳
会

ひ
よ
し
川
柳
会

鬼
北
の
足
跡
を
た
ど
る
【第
１
回
】

春
の
陽
気
に
誘
わ
れ
て
、
奈
良
山
等
妙
寺
史
跡
公
園
は
シ
ャ
ガ

や
ウ
ツ
ギ
、
カ
ズ
ラ
な
ど
春
の
草
木
が
花
を
咲
か
せ
て
迎
え
て
く

れ
ま
す
。
ま
た
、
川
エ
ビ
や
サ
ワ
ガ
ニ
と
い
っ
た
水
辺
の
生
物
も

活
動
が
盛
ん
に
な
り
ま
す
。
日
頃
の
疲
れ
を
癒
し
、
心
身
と
も
に

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
る
史
跡
公
園
は
鬼
北
の
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
、

大
型
連
休
は
静
か
で
く
つ
ろ
げ
る
史
跡
公
園
を
歩
き
に
来
ま
せ
ん

か
。
植
物
観
察
だ
け
で
も
楽
し
い
で
す
よ
。

【
春
の
史
跡
見
学
会
〝
山
寺
跡
を
歩
く
〞】

５
月
17
日
㈯

９
時
30
分
〜
11
時
30
分

学
芸
員
の
解
説
の
も
と
、
野
山
の
草
花
な
ど
季
節
を
感
じ
な
が

ら
園
内
を
歩
き
、
史
跡
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。
本
坊
跡
で
は
茶
の

お
接
待
も
あ
り
ま
す
。

【
史
跡
等
妙
寺
サ
ポ
ー
タ
ー
募
集
】

史
跡
等
妙
寺
サ
ポ
ー
タ
ー
の
会
で
は
、
今
年
度
の
新
規
サ
ポ
ー

タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。
お
も
て
な
し
を
通
じ
て
史
跡
を
学
び
、
一

緒
に
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

以
上
、
詳
し
く
は
、
歴
史
交
流
館
（
４
９
―
４
６
８
５
）
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

朝
修
行
「
ト
レ
ッ
キ
ン
グthe

雲
海
」「
写
経
講
座
」

も
好
評
実
施
中
！

詳
し
く
はw

eb

を
チ
ェ
ッ
ク
！▲シャガ

▲コガクウツギ

奈
良
山
等
妙
寺
史
跡
公
園

旧
境
内
は
春
爛
漫
！
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文化の広場

ALTの鬼の里Ｄiary
～Chrisdelle編～

地域おこし協力隊活動日記
　今年度は14名の１年生が入寮しました！４月８日の入学式の夜、寮では入寮式を開催し、１年生に決意を
発表してもらいました。「文武両道を目指したい！」「自立した生活を送れるようになりたい！」など、希望
いっぱいのキラキラした姿を見せてくれました。鬼北の穏やかな環境が好きで来てくれた生徒や、寮の雰囲
気が好きで来てくれた生徒もいます。この後のみんなの成長が楽しみです。入寮式では２、３年生から歓迎
のことばを送りました。
〇歓迎のことば（一部）〇
　寮生活はこれからの学校生活や人間関係を築くうえで大きな意味を持つことになります。初めのうちは新
しい環境や慣れない生活に戸惑うこともあるかもしれませんが、寮にはみなさんを支えてくれる仲間がたく
さんいます。困ったことや分からないことがあれば遠慮せずに相談してください。寮生活では集団生活だか
らこそのルールやマナーがあります。お互いを尊重し、協力し合いながら生活することで自然と強い絆が生
まれます。また、寮ならではのイベントや行事を通して仲間と過ごす時間はかけがえのないものになるはず
です。私たちと一緒に素敵な寮生活をつくりあげていきましょう。

　新しい仲間を迎え、今年度もさらに盛り上がりそうな予感です！みんなで協力して、よりよい寮を目指し、
新しい歴史を刻んでいきます。今年度もよろしくお願いします！

　12月に鬼北町に来て早や４ヵ月が過ぎました。鬼北町の生活にも徐々
に慣れてきましたが、やはり一人で外国で生活することは難しいです
ね。家族や友達と離れ離れになったこともとても寂しく感じます。し
かし、日本では今までしたことのない経験をすることができて、日本
に来たことを本当に良かったと思います。
　日本の温泉に初めて行きました。欧米では公の場に裸でいることは
ほとんどありませんので、最初は少しはずかしかったです。でもそれ
にすぐに慣れたので、その後は温泉やサウナを楽しみました。年末に
は宇和島市のＡＬＴと一緒に別府に旅行に行きました。別府では地獄
巡りをし、日本の文化を知るとても良い経験ができました。自然が作
り出した温泉は神秘的な世界でとてもすごいと思いました。自然はやっ
ぱり素晴らしいですね。し

かし、実は別府では温泉に入ることができませんでした！なぜ
なら一緒に行った他の男性ＡＬＴたちは温泉に裸で入ることが
はずかしかったからです。
　日本に来て教わったことの一つは、新しいことをやってみる
ことの大切さです。はずかしくても、怖くても、新しいことにチャ
レンジすることが必要だと思いました。僕は日本で生活してい
く中で、様々な新しい経験ができることを楽しみにしています！！

「leaving the cave」

「みなさんこんにちは！
北辰寮ハウスマスターです。」

広報きほく　2025.521



マダニに咬まれてから発症する代表的な感染症の症状は、38度以上の発熱、嘔吐、
下痢、腹痛などがあり、重症化して死亡することもあります。
　野山や畑、草むらなど、ダニ類の生息場所に出かけるときは次のことに気を付けま
しょう。また人だけでなく、ペットもマダニ対策を心がけましょう。

・ 防虫スプレー（ディート含有）を肌の出る部分や襟、袖、裾な
どに噴霧する。

・ 帰宅後は上着類を家の外で脱ぎ、すぐに入浴してマダニに咬ま
れていないか確認！

・ マダニが付いても見えやすい明るい色（白色はダニが好むため注
意）や、マダニがつきにくいツルツルした素材の服がお勧めです。

北宇和病院
だより

編
集
後
記

▼
今
回
特
集
で
取
り
上
げ
た

「
え
ひ
め
国
体
２
０
１
７
」
に

つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し

た
と
こ
ろ
、
″
地
域
が
一
つ
に

な
っ
た
〞″
人
生
で
最
高
の
思

い
出
〞と
い
う
回
答
を
た
く
さ

ん
い
た
だ
き
ま
し
た
。
近
年
、

地
域
行
事
が
縮
小
さ
れ
て
き
た

中
で
、
地
域
が
盛
り
上
が
っ
て

い
た
当
時
を
思
い
出
す
記
事
を

掲
載
で
き
、
う
れ
し
く
思
い
ま

す
。今

年
度
も
地
域
に
寄
り
添
っ

た
広
報
づ
く
り
を
心
掛
け
、
皆

さ
ん
に
地
域
の
情
報
を
お
届
け

し
ま
す
。
今
年
度
も
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。（
咲
）

No.61　マダニによる感染症にご注意を！
保健介護課　保健係　内線3113～3116

熱中症について

　今年は３月に入ってから降雪があっ
たり、下旬には夏日を観測するなど寒
暖差が激しくなったりしています。体が
気温の変化に対応できず、体調を崩す
方が多くみられています。特に高齢の
方は体温調節機能が低下しており、脱
水からの熱中症を合併する方がみられ
ます。
　新型コロナウイルスも５類感染症指
定となり、マスクの着用も個人の判断に
任されるようになりましたが、病院や福
祉施設内では集団感染予防の観点から
マスクの着用が推奨されています。マ
スク着用時は熱がこもりやすく、熱中症、
脱水症のリスクが高まります。状況に
応じたマスクの着用に気を付けるととも
に、こまめな水分摂取を心掛け、熱中
症を予防するようにしましょう。
　また、熱中症を疑う状況で受診を希
望される際も、発熱や風邪症状がある
場合は感染症の可能性を否定できない
ため、発熱外来にお問い合わせいただ
くようお願いいたします。

マダニに咬まれても、痛みやかゆみは少なく、気づかないこともあります。マダ
ニの多くは長時間（数日から長いものは10日以上）吸血します。吸血中のマダニに
気づいたら、手でつぶしたり、無理に引き抜いたりせず、医療機関で処置しましょ
う。ペットについたマダニも手でとらないでください。野山に出掛けた後に発熱な
どの症状が出たら、速やかに医療機関を受診してください。

マダニとは？

ペットも気をつけましょう

マダニに咬まれないために！

・森林や草地などの屋外に生息する比較的大型のダニです。
・ シカ、イノシシ、野うさぎなどの野生動物が出没する場所に多く生息しています。
・マダニの多くは春から秋にかけて活動が活発になります。
・飼い犬等がマダニを付けて持ち帰ることもあります。
・ 皮膚の柔らかいところ（わきの下、足の付け根、手首、膝の裏、胸の下、頭など）

を探して咬みつきます。

・飼い犬等の散歩後はブラッシングし、マダニがついてないか確認！
・獣医師と相談のうえ、マダニ駆除剤を適切に使用しましょう。
・犬小屋等はいつも清潔にしましょう。
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５月生まれの元
げん
鬼
き
っず

青あ
お
儀ぎ

渓け
い
人と

く
ん

青あ
お
儀ぎ

陸り
く
人と

く
ん

北き
た
村む
ら

元は
じ
めく

ん

蜂は
ち
須す

賀か

咲さ
く
来ら

ち
ゃ
ん

兵ひ
ょ
う

頭ど
う

德と
く
真ま

く
ん

松ま
つ
浦う
ら

佑ゆ
う
輝き

く
ん

渡わ
た
邊な
べ

葵き

生い

ち
ゃ
ん

１
歳
吉
波

１
歳
吉
波

３
歳
広
見

２
歳
小
西
野
々

２
歳
清
延

２
歳
近
永

３
歳
永
野
市
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三
島
地
区
小
越
地
域
に
あ
る
『
し
だ
れ
桜
』
は
、

樹
齢
約
70
年
で
、
県
内
で
も
有
数
の
枝
が
折
れ
て
い

な
い
大
き
な
し
だ
れ
桜
と
し
て
小
越
地
域
を
見
守
っ

て
い
ま
す
。

そ
の
し
だ
れ
桜
を
管
理
し
て
い
る
小
越
時
夫
さ
ん

は
、
旅
行
先
も
花
の
あ
る
場
所
を
中
心
に
選
ぶ
ほ

ど
昔
か
ら
花
が
好
き
で
、
現
在
で
は
国
道
か
ら
見
え

る
場
所
だ
け
で
も
10
種
類
も
の
桜
を
管
理
し
て
い
ま

す
。「
春
に
咲
く
桜
と
秋
頃
に
咲
く
桜
が
あ
り
、
花

の
色
や
大
き
さ
が
違
う
た
め
、
秋
頃
に
咲
く
桜
は
皆

さ
ん
が
知
っ
て
い
る
桜
と
は
一
味
違
っ
た
美
し
い
花

を
咲
か
せ
る
。」
と
話
し
ま
す
。

夏
と
冬
に
は
ひ
ま
わ
り
も
育
て
て
い
る
そ
う
で
、

今
年
で
20
年
目
に
な
り
ま
す
。
見
頃
の
時
期
は
10
月

末
か
ら
12
月
頃
で
、
11
月
に
地
区
で
開
催
さ
れ
る
農

民
祭
と
い
う
お
祭
り
に
合
わ
せ
て
咲
く
よ
う
に
調
整

し
て
い
る
そ
う
で
す
。

約
15
年
前
に
テ
レ
ビ
取
材
を
受
け
た
こ
と
が
あ

り
、
放
送
を
き
っ
か
け
に
、「
桜
や
ひ
ま
わ
り
の
見

頃
時
期
を
確
認
す
る
お
問
い
合
わ
せ
や
、
直
接
見
に

来
て
い
た
だ
く
方
な
ど
、
人
と
の
つ
な
が
り
が
増
え

た
。」
と
話
す
小
越
さ
ん
は
、
時
に
は
『
雪
と
ひ
ま

わ
り
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
撮
り
た
い
。』
と
言

わ
れ
る
カ
メ
ラ
マ
ン
の
要
望
に
も
応
え
、
ベ
ス
ト

シ
ョ
ッ
ト
を
提
供
し
ま
し
た
。
自
身
の
〝
好
き
な
こ

と
〞
が
来
て
く
れ
る
方
を
笑
顔
に
し
、
ち
ょ
っ
と
し

た
喜
び
に
な
っ
て
い
れ
ば
う
れ
し
い
と
話
し
ま
す
。

毎
朝
起
き
て
、
自
宅
か
ら
桜
の
枝
が
折
れ
て
い
な
い

か
を
確
認
す
る
の
が
日
課
と
な
っ
て
お
り
、
近
年
続

く
自
然
災
害
が
あ
っ
た
際
に
は
特
に
注
意
を
し
て
い

る
そ
う
で
す
。

桜
は
咲
き
始
め
の
方
が
色
が
濃
く
好
き
だ
と
話
す

小
越
さ
ん
は
、
体
力
が
続
く
限
り
桜
や
ひ
ま
わ
り
の

管
理
を
続
け
、
小
越
地
域
に
多
く
の
花
と
来
て
く
れ

た
方
に
小
さ
な
幸
せ
を
届
け
て
い
き
た
い
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

地元愛・鬼北の絆

食生活改善推進協議会　健康づくり応援レシピ
―食生活改善推進協議会  日吉支部―

　甘くて柔らかい春キャベツが道の駅やスーパーに並ぶ季節に
なりました。キャベツは“ビタミンU”を含みます。ビタミンUは、
胃酸の分泌を抑え、粘膜の保護や回復に効果が期待できます。

1個当たりの栄養量
エネルギー：137㎉　たんぱく質：6.4 g
脂質：22.9g　炭水化物：6.9g　食塩相当量：1.0g
材料（４人分）
春キャベツ200g、きゅうり１本、ちりめんじゃこ大さじ４、
バター大さじ1、A（麦みそ大さじ1、酢大さじ２、砂糖小さじ
1/2、薄口しょうゆ小さじ1、サラダ油大さじ2）
作り方
❶キャベツは芯を薄切りにし、葉は一口大にちぎって水気を

しっかり切る。
❷きゅうりは小口切りにし、キャベツに混ぜる。
❸フライパンにバターとちりめんじゃこを入れ、弱火で炒める。
❹ボウルにAを合わせ、食べる直前にAとちりめんじゃこをかける。

鬼北町食生活改善推進協議会　会員募集中！

献立例
・豆ごはん
・豚と梅しそ巻きカツ
・ちぎり春キャベツの
　じゃこサラダ
・紅茶寒天




